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年
頭
の
ご
挨
拶

�

理
事
長
　
　
　
　
　
　

�

沖
田
　
一
夫　

　

新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
健
や
か
な
平
成

二
十
七
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素

は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
に
公
益
社

団
法
人
と
し
て
認
定
を
受
け
、
法
令
等

を
遵
守
し
た
適
正
な
事
業
運
営
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
九
月

に
庄
原
市
、
十
月
に
江
田
島
市
の
各
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
職
員
が
視

察
研
修
に
来
所
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
九
月
に
は
当
セ
ン
タ
ー
の
理

事
、
監
事
、
職
員
を
対
象
と
し
法
人
法

に
基
づ
い
た
事
業
運
営
及
び
「
理
事
の

役
割
り
と
責
任
」
に
つ
い
て
研
修
を
行

い
、
改
め
て
制
度
の
厳
し
さ
を
再
認
識

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
事
業
の
目
的
と
趣
旨
を
企
業
の
方
々

に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
請
負
形
式
で
仕

事
を
受
注
す
る
取
組
み
を
進
め
、
就
業

機
会
の
拡
大
と
三
十
四
名
の
新
入
会
員

を
増
員
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
に
お
い
て
も
、
企
業
の
ご
協
力
を
得

な
が
ら
、
天
候
に
影
響
を
受
け
な
い
安

定
し
た
仕
事
を
会
員
の
皆
様
に
提
供

し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
目
的

で
あ
る
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」

の
理
念
に
基
づ
き
「
安
全
は
全
て
に
優

先
す
る
」
を
念
頭
に
地
域
社
会
の
活
性

化
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
こ
の
こ
と
を
通
し
て
会
員

の
皆
様
の
健
康
維
持
と
介
護
予
防
や
老

人
医
療
費
の
軽
減
に
も
役
立
つ
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
行
政
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨

を
認
識
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る
充
実
発

展
出
来
ま
す
よ
う
、
温
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
方
が
ご
健
勝
で
ご
多

幸
の
年
に
成
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

あ
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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事 

長　

�

沖
田　

一
夫

副
理
事
長�

　

渡
邉　

徹
也

常
務
理
事
（
事
務
局
長
）�

三
木　

鐵
也

理　
　

事�

　

山
田　

数
敏

�

田
島　

鉄
男

�

方
京　

逸
朗

�

行
友　
　

勉

�

前
村　

岑
男

�

玉
川　

康
男

�

藤
原　

憲
司

�

中
川　

隆
士

�

新
田　

琢
磨

�

児
玉
征
之
助

�

池
本　
　

勉

�

鈴
川　

暢
章

監　
　

事�

　

川
角　

一
郎

�

　

兼
近　

浩
三

吉
田
町
地
域

　

総
括
地
域
委
員　
　

�

近
野　

信
之

　

地
区
委
員�

（
吉
田
）　

田
原　

次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

仁
井　

真
次

　
　
　
　
　

�

（
丹
比
）　

増
田　

祥
紀

�

（
可
愛
）　

木
下　
　

豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

佐
久
間
収
三

　
　
　
　
　

�

（
郷
野
）　

森　
　

俊
之

本
年
も
よ
ろ
し
く

�

お
願
い
い
た
し
ま
す



公益社団法人　安芸高田市シルバー人材センター会報2015（平成27）年１月１日

（ 3 ）

年
頭
の
ご
挨
拶

�

安
芸
高
田
市
長
　
　
　
　
　

�

浜
田
　
一
義　

　

新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
・
役
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
で
希

望
に
満
ち
た
平
成
二
十
七
年
の
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
か
ら
本
市
の
各
施
策
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
総
務
省
の
推
計
に
よ
る
と
、
平

成
二
十
六
年
の
日
本
の
高
齢
化
率
は
、

二
十
五
．
九
％
で
、
ほ
ぼ
四
人
に
一
人

が
六
十
五
歳
以
上
と
い
う
超
高
齢
社
会

を
迎
え
ま
し
た
。

　

安
芸
高
田
市
に
お
い
て
も
高
齢
化
は

益
々
進
展
し
、
平
成
二
十
六
年
十
月
末

の
高
齢
化
率
を
見
ま
す
と
、
三
十
六
．

六
％
と
な
っ
て
お
り
、
団
塊
の
世
代
が

七
十
五
歳
に
到
達
さ
れ
る
平
成
三
十
七

年
に
は
、
安
芸
高
田
市
の
高
齢
化
率
は

四
十
一
．
八
％
に
達
す
る
と
の
試
算
が

ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
皆
様
方
が
高
齢
者

の
希
望
に
応
じ
た
就
業
の
機
会
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
能
力
を
生
か
し

た
社
会
参
加
活
動
を
支
援
し
て
、
活
力

あ
る
社
会
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
こ
と
は
大
変
意
義
深
く
、
今
後

も
皆
様
方
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
参
り
ま
す
。

　

地
域
社
会
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社

会
活
動
を
積
極
展
開
さ
れ
る
安
芸
高
田

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
方

の
ご
尽
力
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
ど
う
か
今
後
と
も
、
皆
様
方
の

豊
富
な
知
識
と
ご
経
験
を
活
か
し
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
に
、
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
こ
と
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
沖
田
一
夫
理
事
長
を
は

じ
め
会
員
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、

平
成
二
十
七
年
が
輝
か
し
い
年
と
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

�

安
芸
高
田
市
議
会
議
長
　
　

�

山
本
　
　
優　

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
よ
き

新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
謹
ん
で
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
大
規
模
土
砂
災
害
や
異
常

気
象
、
火
山
の
噴
火
な
ど
多
く
の
自
然

災
害
が
我
が
国
を
襲
い
、
災
害
時
に
お

け
る
地
域
間
の
つ
な
が
り
が
い
か
に
重

要
で
あ
る
か
、
強
く
感
じ
ら
れ
る
一
年

で
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に

は
、
長
年
培
わ
れ
た
技
術
や
知
恵
、
そ

し
て
地
域
の
皆
様
と
の
強
い
絆
に
よ
り

本
市
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
ご
活
躍
い
た

だ
い
て
お
り
、
こ
の
場
を
お
借
り
い
た

し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
市
内
高
齢

者
の
雇
用
の
創
出
・
生
き
が
い
づ
く
り

に
寄
与
さ
れ
、
地
域
に
活
力
を
与
え
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
地
域

間
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
上
で
も
非
常

に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
精
一

杯
の
ご
支
援
を
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
明
る

く
、
は
つ
ら
つ
と
そ
の
能
力
を
発
揮
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
心
よ

り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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役職員研修会
・研 修 日　平成26年9月25日
・場　　所　八千代町はじ丸館
・出 席 者　理事12名　監事2名　職員6名
・研修内容　「理事の責任と役割」「シルバー人材センター

の制度と運営」
　公益社団法人に移行して初めての役職員研修を行い役職
員が改めて、法律を遵守し、業務を進めていかなければな
らないことと同時に理事の責任の重要性を認識し今後も研
修の必要性を痛感し、大変有意義な研修会になりました。

庄原市シルバー人材センター役職員視察研修に来所

・研 修 日　平成26年9月17日　14名
・研修内容　企業からの仕事を請負契約で受注する業務対応について
　　　　　　見積りと契約について
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江田島市シルバー人材センター役職員視察研修に来所
・研 修 日　平成26年10月29日　４名
・研修内容　見積りと請負契約について

剪定講習会（土師ダム記念公園）

・講習日　平成26年11月10日
・参加者　46名（会員34名、一般12名）
　立川園芸土木�立川諭氏を講師に招き、松の手入れについてご指導いただき、皆さん熱心に受講さ
れました。



  「シルバーの日」 ボラ ンティア活動 

参
加
さ
れ
た

皆
様
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　平成26年7月12日　郡山公園　清掃、ゴミ拾い　11名
　平成26年7月20日　可愛小学校　剪定、除草、清掃　14名
　平成26年8月24日　郷野小学校　剪定、清掃　4名

平成26年10月19日　甲立小学校　剪定、草刈り、草取り　43名

平成26年11月15日　八千代中学校　剪定、草刈り、溝掃除　23名

甲田町

八千代町

吉田町

 　たくさんの方がボランティア活動に参加され、学校　関係者、地域の皆様から感謝の言葉をいただきました。



  「シルバーの日」 ボラ ンティア活動 

ご
ざ
い
ま
し
た

ご
協
力
あ
り
が
と
う
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平成26年10月25日　美土里中学校　垣根剪定、清掃等　12名

平成26年7月26日　市役所高宮支所　剪定、草取り　16名

平成26年10月18日　丸山公園沿道　草刈り、清掃等　21名

美土里町

高宮町

向原町

 　たくさんの方がボランティア活動に参加され、学校　関係者、地域の皆様から感謝の言葉をいただきました。
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事
務
局
だ
よ
り　
　
　

シルバー人材センター
　配分金の申告について　
　シルバー人材センターの配分金収入は税法上「雑所
得」となります。
　雑所得の計算では、収入金額－必要経費＝所得金額と
なりますが、シルバー人材センターの配分金は租税特別
措置法により、最高65万円の必要経費を控除することが
できます。ただし給与収入や事業収入がある場合はこれ
らの必要経費も合わせて65万円が上限となります。詳し
くは、税務署や市役所税務課へ相談してください。
　なお、シルバー人材センターで平成26年中に就業され
た方は配分金の支払証明書を送付いたします。申告時に
提出してください。

　

会
報
「
シ
ル
バ
ー
安
芸
高
田
」

第
十
九
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

八
月
の
広
島
土
砂
災
害
、
九
月

の
御
嶽
山
の
噴
火
、
ま
た
十
二
月

の
寒
波
の
襲
来
に
よ
る
大
雪
な
ど
、
自
然
の
厳

し
さ
を
感
じ
る
こ
と
の
多
い
平
成
二
十
六
年
で

し
た
。

　

少
子
高
齢
化
時
代
と
言
わ
れ
る
現
在
、
私
た

ち
シ
ル
バ
ー
会
員
は
働
く
喜
び
を

感
じ
つ
つ
、
健
康
に
気
を
つ
け
、

安
全
に
就
業
す
る
よ
う
お
互

い
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

編

集

後

記

募金の報告
　広島土砂災害の義援金を各関係機関へ振り込
みをさせていただきました。
　ご協力ありがとうございました。

会員数（平成26年12月現在）
　　　会員数
地区 男性 女性 合計
吉　田 61 9 70
甲　田 43 31 74
八千代 33 15 48
美土里 20 3 23
高　宮 31 2 33
向　原 34 5 39
計 222 65 287

8月末～
　9月24日 66,077 中国新聞社会事業団

9月25日～
　12月11日 14,570 日本赤十字社広島県支部
合　計 80,647

（単位：人）

（単位：円）

　お酒を飲む機会が増える時期でありますが、飲酒による
運転は絶対になくしましょう。
　アルコールは、少量であっても、運動能力や判断力など
を低下させます。
　飲酒運転は犯罪であることを再認識し、交通ルールを守り、一人ひとりが「飲酒運転
を絶対しない、させない」という強い意志を持ちましょう。
　又、いかなる理由があろうとも、就業中の飲酒は禁止です。ケガ等をされても、保険
の適用は一切ありませんので、くれぐれも注意しましょう。

飲酒による運転は
　絶対になくしましょう。

就業報告書について
　就業報告者は、配分金やお客様への請求額の計算基礎となる重要な書類になります。
　作業終了後は、速やかに事務局へ提出して下さい。


